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令和元年度の活動
令和元年

　９月30日（月）　『麗澤レヴュー』第25号刊行

令和２年

　１月23日（木）　総会開催

編集後記
2020年は東京オリンピックが開催され、記念すべき年になるはずでした。それが、残念ながら違う意味で歴史に

残る年となってしまいました。武漢市で発生した新型コロナウィルスによる肺炎のニュースを私が初めて聞いたの
は、2019年12月の下旬でした。その後、「ロックダウン」「クラスター」「PCR」といったこれまで馴染みのなかっ
た言葉を毎日ニュースで目にするようになり、「三密」や「新しい生活様式」といった新しい概念が生み出され、「自
粛警察」や「コロナ差別」といった社会現象にまで発展しました。新型コロナ感染症は、あっと言う間に私たちの
住む世界を変えてしまいました。

地球上の生物はウィルスと共存することで進化してきたといいます。特に哺乳類は、その進化の過程でウィルス
が重要な役割を果たしていたことがわかっています。新型コロナは世界中を大混乱に陥れましたが、今回の戦いで
も、私たち人類はきっとウィルスに勝利し、新しい環境に適応するでしょう。この麗澤レヴューもアフターコロナ
の新しい社会に貢献できるよう、今後もさらなる進化を遂げていきます！

高本　香織
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麗澤大学英米文化研究会規約
（１） 本会は「麗澤大学英米文化研究会」と称し、本部を千葉県柏市光ヶ丘２－１－１　麗澤大学

外国語学部英語二専攻共同研究室におく。

（２） 本会の会員は、麗澤大学において英語・英米文化の教育・研究に携わる専任教員、あるいは

会員１名の推薦を受け、会長の承認を得た者とする。

（３） 本会に会長をおき、その任期を２年とし、再任をさまたげない。なお、会長の選出は、年次

総会における会員の互選とする。

（４） 本会に副会長（１名）、理事（２名）、庶務（１名）、会計（１名）、会計監査（１名）、編集委

員（若干名）をおく。任期は２年として、再任をさまたげない。なお、その選出は、年次総

会における会員の互選による。

（５） 本会の会費は年２千円とする。ただし会員が学生の場合は年１千円とする。

（６） 本会は、英米文化、言語全般および関連分野の研究を行うことを目的とし、以下の活動を行う。

　１）研究発表会

　　　　年数回。随時発表者を決めて会員の研究発表会を行う。

　２）年次総会

　　　　年１回（６月の土曜日）。内外より講演者を招き、特別講演会を開催する。

　３）機関誌『麗澤レヴュー』の発行

付　則

　（１） この規約は、平成16年６月12日から改正、施行する。

　（２） この規約は、平成22年６月26日から改正、施行する。

　（３） この規約は、平成23年６月11日から改正、施行する。

令和２年９月30日発行

発行者　　〒277-8686　柏市光ヶ丘２－１－１

　　　　　麗澤大学外国語学部ALSC事務室気付
　　　　　麗澤大学英米文化研究会
　　　　　（電話）04－7173－3074
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